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国
交
省
共
創
モ
デ
ル
事
業
の

  

完
遂

　

２
０
２
６
年
２
月
９
日
、
一
般

社
団
法
人
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
が
取
り

組
ん
で
来
た
、
令
和
７
年
度
国
土

交
通
省
共
創
モ
デ
ル
実
証
運
行
事

業
「
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
の
空
白

解
消
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

観
光
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
が
、
七

カ
月
に
渡
る
実
証
期
間
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
昨
年
３
月
に

こ
の
共
創
モ
デ
ル
事
業
に
応
募
す

る
こ
と
を
決
断
し
た
時
点
で
は
、

果
た
し
て
、
こ
の
企
画
が
採
択
さ

れ
、
そ
し
て
実
施
さ
れ
、
最
後
ま

で
完
遂
が
出
来
る
か
ど
う
か
、
に

つ
い
て
の
目
算
は
無
か
っ
た
。

　

過
去
に
、
観
光
庁
な
ど
の
補
助

金
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
募
し
、

静
岡
市
役
所
の
担
当
部
署
の
承
認

を
得
て
提
出
し
た
企
画
が
、
市
の

担
当
者
も
首
を
か
し
げ
る
落
選
を

繰
り
返
し
て
来
た
の
で
、
補
助
金

事
業
に
は
縁
が
な
い
の
で
は
、
と

思
う
境
地
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

特
に
今
回
は
、
タ
ク
シ
ー
車
載

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
１
０
０
台
の
導
入

な
ど
金
額
的
に
も
そ
れ
な
り
の
も

の
で
あ
り
、ま
た
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー

会
社
も
必
要
で
あ
り
、
応
募
要
項

も
か
な
り
詳
細
な
資
料
提
出
を
必

須
と
す
る
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
補
助
金
事
業
の
申
請

に
は
特
有
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で

あ
り
、
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
と
聞
い
て
い
た
が
、
そ
う
し
た

余
裕
も
な
い
の
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー

会
社
で
あ
る
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ

ベ
ル
の
杉
本
哲
也
社
長
（
東
海
電

子
社
長
）
に
事
務
処
理
全
般
を
業

務
委
託
す
る
形
で
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

今
回
、
こ
の
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
採
択
さ
れ
、
成
功
裏
に
実
施

さ
れ
、
無
事
に
終
了
で
き
た
の
は

杉
本
社
長
の
お
陰
だ
と
思
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
最
終
責

任
は
幹
事
会
社
と
し
て
の
一
般
社

団
法
人
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
代
表
者

で
あ
る
私
に
有
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。

  

共
創
モ
デ
ル
事
業
の
厳
し
さ

　

当
然
に
、
こ
う
し
た
国
の
補
助

金
を
使
っ
た
事
業
は
、
そ
の
精
緻

な
成
果
報
告
を
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
等
へ

の
先
行
し
た
消
費
税
込
み
の
支
払

い
を
求
め
ら
れ
、
そ
う
し
た
支
払

い
の
領
収
書
を
含
む
様
々
な
証
憑

を
提
出
し
、そ
の
審
査
を
経
て
、初

め
て
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
補
助

率
は
三
分
の
二
な
の
で
、
三
分
の

一
は
幹
事
会
社
の
自
己
負
担
と
な

る
。
さ
ら
に
主
催
者
は
利
益
を
あ

げ
て
は
な
ら
ず
、
消
費
税
も
計
上

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
社
会
的
意
義

へ
の
強
い
意
志
が
な
い
と
、
補
助

金
事
業
へ
の
安
易
な
取
り
組
み
は

出
来
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

  

今
回
の
共
創
モ
デ
ル
事
業
の

  

成
果

　

と
は
言
え
、
や
は
り
今
回
の
共

創
モ
デ
ル
事
業
を
担
っ
て
良
か
っ

た
、
と
強
く
思
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
の
７
月
か
ら
２
０

２
３
年
の
６
月
に
か
け
て
実
施
し

た
タ
ク
シ
ー
の
月
極
め
乗
り
放
題

の
サ
ブ
ス
ク
モ
デ
ル「
タ
ク
放
題
」

と
同
様
に
、
財
務
的
に
は
厳
し
い

が
、
利
用
者
と
タ
ク
シ
ー
業
界
に

は
一
定
の
貢
献
が
出
来
た
と
思
っ

て
い
る
。

　

ま
ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
チ
ャ

ー
タ
ー
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
に
と

っ
て
は
、
地
域
の
タ
ク
シ
ー
に
１

０
９
端
末
も
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

混
雑
時
に
お
け
る
待
ち
時
間
が
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、

ク
ル
ー
ズ
船
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

に
と
っ
て
出
航
時
間
に
間
に
合
う

こ
と
は
必
須
だ
が
、
旧
来
の
タ
ク

シ
ー
無
線
で
は
把
握
で
き
な
か
っ

た
箱
根
や
河
口
湖
な
ど
の
静
岡
県

外
で
の
位
置
を
把
握
で
き
る
こ
と

で
、
清
水
港
へ
の
帰
着
時
間
の
管

理
が
同
港
に
設
置
さ
れ
た
サ
テ
ラ

イ
ト
配
車
セ
ン
タ
ー
か
ら
可
能
に

な
っ
た
。
ま
た
、
観
光
地
で
の
位

置
情
報
に
連
動
し
た
英
語
ガ
イ
ド

を
聞
け
る
な
ど
、
タ
ク
シ
ー
観
光

の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
が
実
現
す
る

こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

特
に
今
回
は
、
イ
ベ
ン
ト
対
応

型
の
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
仕

組
み
が
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
で
、長

時
間
の
チ
ャ
ー
タ
ー
タ
ク
シ
ー
の

顧
客
体
験
の
向
上
に
も
繋
が
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

時
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
対
応
型
の

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
応
募
し

て
来
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
海
外
で

の
就
業
経
験
や
留
学
体
験
を
し
た

人
が
多
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の

観
光
の
質
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
貢

献
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
地
元
の
タ
ク
シ
ー
業

界
に
と
っ
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
る
車
両

の
位
置
情
報
で
、
清
水
港
で
の
待

機
の
順
番
を
管
理
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
清
水
港
前
の
広
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サイ
トへ
GO
！

タクシー専門求人サイト！

９:00 から 21:00 お問い合わせ受付中 ▶▶ 0120-84-8284

運転
の仕
事 .
 jp

80％以上が未経験者からの応募！ タクシー経験のない人にも分かりやすくサイトで紹介！
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大
な
空
地
を
活
用
し
た
待
機
場
が
、

静
岡
市
に
よ
る
海
洋
地
球
総
合
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建
設
地
に
予
定
さ

れ
て
お
り
、
昨
年
の
７
月
か
ら
工

事
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
う
す
る
と
、
時
に
数
十
台
並
ぶ

タ
ク
シ
ー
待
機
車
両
の
順
番
が
把

握
で
き
な
く
な
り
、
配
車
業
務
が

混
乱
す
る
と
い
う
懸
念
が
出
て
い

た
。
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め

に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
順

番
の
管
理
が
必
須
と
な
り
、
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
玉
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
導
入
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
結
果
と
し
て
、
同
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建
設
着
手
は
静
岡

市
の
事
情
で
延
期
と
な
っ
た
も
の

の
、
い
つ
で
も
対
応
可
能
な
状
態

に
は
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
乗
船
客
の
動
線
の

把
握
に
加
え
、
チ
ャ
ー
タ
ー
タ
ク

シ
ー
、ワ
ン
ウ
エ
イ
タ
ク
シ
ー
、日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
詳
細
な
乗

車
実
績
の
デ
ー
タ
収
集
と
解
析
が

あ
る
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
は
、
今

後
の
需
要
の
予
測
と
、
そ
れ
に
基

づ
く
供
給
体
制
の
整
備
に
役
立
つ

も
の
で
あ
る
。
既
に
、
静
岡
市
や

静
岡
県
、
静
岡
運
輸
支
局
に
逐
一

デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
が
、
今

回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
了
に
あ

た
り
、
広
く
こ
の
情
報
を
公
開
す

る
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど
に

よ
る
解
析
資
料
と
し
て
役
立
て
て

行
き
た
い
。

  

清
水
港
で
の
白
タ
ク
行
為

　

一
方
で
、
昨
年
の
11
月
頃
か
ら

清
水
港
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
へ

の
白
タ
ク
行
為
が
横
行
し
て
い
る
。

　

旅
行
会
社
の
資
格
を
保
有
し
な

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
的

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や

大
手
オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
会
社
（
Ｏ

Ｔ
Ａ
）
の
Ｖ
ｉ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
な
ど
で

観
光
客
を
募
集
し
、
そ
の
上
で
清

水
港
に
お
い
て
白
ナ
ン
バ
ー
車
両

で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
貸
切
ツ
ア

ー
を
行
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
全

国
通
訳
案
内
士
や
地
域
限
定
通

訳
案
内
士
の
公
的
資
格
を
持
つ
ガ

イ
ド
が
自
家
用
車
で
ガ
イ
ド
を
す

る
こ
と
は
合
法
と
さ
れ
て
い
る
が
、

公
的
資
格
を
持
た
ず
、
ま
た
ガ
イ

ド
の
み
な
ら
ず
、
ツ
ア
ー
の
運
行

を
謳
っ
て
募
集
し
て
い
る
実
態
は
、

明
ら
か
に
違
法
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
実
態
は
、
現
場
で
の

証
拠
写
真
付
き
で
、
静
岡
運
輸
支

局
に
は
既
に
報
告
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
。
利
用
者
の
安
全
性
の
確
保

と
法
に
準
じ
て
業
務
を
行
っ
て
い

る
事
業
者
と
の
間
で
の
公
平
性
の

担
保
の
た
め
に
も
、
厳
正
な
対
処

を
お
願
い
し
た
い
。

  

ク
ル
ー
ズ
船
だ
け
で
は
な
い

  

清
水
！

　

静
岡
市
の
難
波
喬
司
市
長
が
進

め
る
清
水
庁
舎
の
Ｊ
Ｒ
清
水
駅
前

移
転
と
、
ホ
テ
ル
や
オ
フ
ィ
ス
な

ど
の
複
合
施
設
化
、
地
元
プ
ロ
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
あ
る
清
水
エ
ス

パ
ル
ス
の
新
ス
タ
ジ
ア
ム
構
想
、

そ
し
て
活
気
づ
く
清
水
港
。

　

２
０
３
０
年
に
は
、
清
水
駅
周

辺
は
行
政
と
観
光
と
ビ
ジ
ネ
ス
が

高
度
に
凝
縮
さ
れ
た
、
日
本
で
も

稀
有
な
エ
リ
ア
に
な
る
。

　

そ
の
時
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

後
進
的
と
思
わ
れ
て
き
た
清
水
区

の
タ
ク
シ
ー
業
界
は
ど
う
な
っ
て

い
る
で
あ
ろ
う
か
？

　

今
回
の
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
搭
載
が

進
み
、
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
一
時

的
な
交
通
空
白
へ
の
対
処
の
み
な

ら
ず
、
図
ら
ず
も
地
域
全
体
の
Ｄ

Ｘ
化
が
進
ん
だ
と
も
い
え
る
。

　

２
０
３
０
年
、
こ
の
環
境
を
活

か
し
、
地
域
全
体
の
共
同
配
車
化

と
地
域
全
体
最
適
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
化
が
進
ん
で
い
た
ら
、
ク
ル

ー
ズ
船
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
住
民
、
さ
ら
に

は
新
ス
タ
ジ
ア
ム
や
ホ
テ
ル
、
オ

フ
ィ
ス
な
ど
を
利
用
す
る
交
流
人

口
の
拡
大
に
対
処
す
る
活
気
あ
る

タ
ク
シ
ー
業
界
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

急
速
に
進
化
す
る
最
新
の
Ａ

Ｉ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
人
の
温

も
り
が
通
い
合
う
、
移
動
の
イ
ン

フ
ラ
が
実
現
し
、
清
水
の
タ
ク
シ

ー
業
界
も
ま
っ
た
く
違
っ
た
景

色
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

団
塊
世
代
の
一
人
と
し
て
、
四

十
年
に
渡
り
こ
の
業
界
に
関
わ
っ

て
き
た
私
の
最
後
の
役
割
は
、
次

世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、

新
し
い
世
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

た
め
の
地
な
ら
し
に
徹
し
て
行
く

こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

　

今
回
の
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
、
協
力
し
て
く
れ
た
パ
ー
ト

ナ
ー
会
社
、行
政
の
方
々
、タ
ク
シ

ー
会
社
と
乗
務
員
、
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
く

れ
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
お
客
様
た

ち
に
、
本
当
に
感
謝
を
し
た
い
。

　

実
証
事
業
は
終
わ
っ
た
が
、
地

域
の
未
来
を
拓
く
挑
戦
は
、今
、よ

う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ

た
ば
か
り
だ
。

（
２
０
２
６
年
３
月
23
日
記
）


